
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの価値を実感する生徒をはぐくむ 

学習指導の在り方 
 

 

 

－教科と総合的な学習の時間をつなぐ探究プロセスを通して－ 
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ＶＵＣＡ時代を迎える中で、生涯にわたり学習する基盤が養われるよう、生徒が主体的に取

り組む学習指導が求められている。また、学習に対して、自分なりの意味付けや価値付けをす

ることは主体性を構成する重要な要素とされている。 

そこで、本研究では、学びの価値を実感する生徒をはぐくむために、探究プロセスを学習過

程に取り入れた学習指導の在り方を明らかにすることをめざした。 

具体的には、探究プロセスである「課題設定」「情報収集」「整理・分析」「まとめ・表現」

を、総合的な学習の時間だけでなく教科にも取り入れた。 

その結果、学習を通して自己の成長に気付き、自己の成長したことを普段の生活に活用しよ

うと考える生徒の姿を引き出すことができた。このことから、探究プロセスを学習過程に取り

入れることは、学びの価値を実感することに有効であるとわかった。また、学習を進める上で、

「単元の導入と終末の工夫」や「学習方法に対して裁量権を与える」、「質問で介入する」と

いった教師の支援が有効であることがわかった。 

 



 

１ 主題について 

(1) 主題設定の理由 

① 世界や国の教育の動向から 

グローバル化の進展や人工知能技術の革新等によって、よ

り予測困難で不確実、複雑で曖昧な時代、いわゆるＶＵＣＡ時

代になるだろう。OECD Education 2030プロジェクトでは、地

球全体のwell-beingを実現していくための学習枠組みの中核

的な概念としてエージェンシーを位置付けた。エージェンシ

ーとは、「変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返

り、責任をもって行動する能力」と定義されている。 

日本財団が2019年にアジア、アメリカ、ヨーロッパの９か

国を対象に行った「18 歳意識調査報告書」では、「自分で国

や社会を変えられると思う」という質問に対して「はい」と答

えた者の割合は、日本では18.3％に留まっており、40％～80％

程度の諸外国と比べて低い。また、「自分は責任がある社会の

一員だと思う」という質問に対しても、「はい」と答えた者の

割合は日本では 44.8％であり、80％～90％程度の諸外国と比

べて低い。これに対して、白井(2020)は、「一つの調査結果で

はあるが、日本の教育におけるエージェンシーの弱さが、デー

タからも示唆されているように見える」と述べている。 

我が国では、学校教育法第三十条第二項にて、「生涯にわた

り学習する基盤が養われるよう、基礎的な知識及び技能を習

得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力、その他の能力をはぐくみ、主

体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなけ

ればならない」とされている。これからの学習指導は、学校で

の学びを実生活・実社会で生かしていくために、何を学ぶかだ

けでなく、どのように学ぶかも重視するよう改善が求められ

ている。 

② 本市の実態から 

「令和３年度全国学力・学習状況調査」の結果では、国語の

正答率が全国64.6％に対し本市66.0％、数学の正答率は全国

57.2％に対し本市 60.0％と、どちらも全国平均正答率を上回

っている。 

しかしながら、生徒質問紙「１、２年生のときに受けた授業

では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えを

まとめたり、思いや考えをもとに新しいものを作り出したり

する活動を行っていましたか」に対する本市の肯定的回答は

56.0％で全国より 3.5 ポイント下回っている。学びを生かす

活動を行っていくことは、正答率の更なる向上にもつながる

と考えられる。 

③ 先行研究から 

鈴木(2019)は、「意欲を高める方策の一つとして、課題価値

を認知することが挙げられる。（中略）課題そのものや、課題

の達成に価値を見出すことによって、その課題に対して意欲

的に取り組むことが可能になる。（中略）主体性には様々な側

面があることから、自分なりの意味付けや価値付けをするこ

とだけが主体性ではないが、主体性を構成する重要な要素と

いえる。」と述べている。 

よって、生徒が学ぶ価値を実感する学習指導を行うことで

学習に対して受動的に取り組むのではなく、主体的に学習に

取り組むと考え、本主題を設定した。 

(2)  主題及び副主題の意味 

① 学ぶ価値を実感するとは 

生徒が、学習過程の中で自己の成長に気付いたり、学習内容

が日常生活において役に立つことを感じたりすることである。

鈴木(2019)は課題価値の要素として【資料１】のように定義し

ている。 

【資料1】課題価値の要素（鈴木、2019） 

 内発的価値は、小学校段階から感じていることが多いと考

えられる。また、進路選択を控えた中学校では制度的利用価値

を実感しやすい。本研究ではこの四つの価値のうち、自己の成

長に気付く達成価値、日常生活での有用性を感じる実践的利

用価値に絞って考えることとした。 

② 教科と総合的な学習の時間をつなぐ探究プロセスとは 

 「中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編」（2018）

で明記されている学習過程「探究プロセス」を、教科にも取り

入れ、教科と総合的な学習の時間で探究的な学習指導の改善・

充実を行うことである。また、探究プロセスとは、課題設定、

情報収集、整理・分析、まとめ・表現と明記されている。 

河野(2021)は、「学ぶことが、自分の人生に結びつき、社会

のなかに位置づけられ、意味づけられることによって、はじめ

て人は学ぶ意欲を持てます。（中略）探究では、知識の全体性

が見失われることなく学ぶことができる」と述べている。探究

的な学習指導は、学ぶ価値を実感する有効な手だてであると

考えられる。しかし、文部科学省「我が国の教員の現状と課題

-TAILS 2018の結果より-」(2018)によると諸外国に比べて、

探究的な学習に関わる指導実践を行う日本の中学校教員の割

合が低いことが指摘されている。また、本市の中学校における

総合的な学習の時間の実態として、「令和３年度全国学力・学

習状況調査」の学校質問紙「総合的な学習の時間において課題

の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導を

していましたか」では「よく行うことができた」と答えた学校

は全国 33.0％対して、本市 16.0％と大きな開きがみられる。 

そこで、より探究的な学習指導の改善・充実を行うために、

教科と総合的な学習の時間の両方で実践するべきだと考えた。 

２ 研究の目標 

 教科と総合的な学習の時間をつなぐ探究プロセスを学習過

程に取り入れることで、学びの価値を実感する学習指導の在

り方を明らかにする。 

３ 研究の仮説 

探究プロセスを教科と総合的な学習の時間の学習過程に取

り入れることで、学習過程の中で自己の成長に気付いたり、学

価値の要素 定義 例

達成価値 個人にとっての重要性 英語で会話ができることは誇らしい

内発的価値 活動することの楽しさ 数学の問題を解くのは楽しい

制度的
利用価値

将来的な有用性 英語は大学に進学するために必要だ

実践的
利用価値

日常生活での有用性
理科の学習をすることで、身の回り
の現象を理解することができる
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習内容が日常生活において役に立つことを感じたりする生徒

をはぐくむことができるであろう。 

４  研究の構想 

(1) 内容 

中野／加藤(2015)は【資料２】のように探究的な学びの価値

を提唱している。 

１.課題解決のためのサイクルを身に付けることができる 

２.疑問を解決するために他者と協同するようになる 

３.学習に対する肯定的態度を育てることができる 

４.多面的に考え、物事の本質を捉えることができる 

５.自ら考え、行動できるようになる 

６.新しい情報に対して開放的になる 

【資料２】探究的な学びの価値（中野／加藤、2015） 

これを鈴木(2019)の課題価値の要素と関連付けて、本実践

では、学習過程の中で、達成価値、実践的利用価値を実感した

ことを、【資料３】の生徒の姿で明らかにする。 

【資料３】本研究のめざす生徒の姿 

(2) 手だて 

 本実践では、単元の中で教科と総合的な学習の時間をつな

ぐ【資料４】のような探究プロセスを取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料４】教科と総合的な学習の時間をつなぐ探究プロセス 

(3)  検証の方法 

① 検証内容 

〇 教科と総合的な学習の時間に探究プロセスを取り入れる 

ことは、生徒が学習過程の中で自己の成長に気付く上で有 

効であったか。 

〇 教科と総合的な学習の時間に探究プロセスを取り入れる

ことは、学習内容が日常生活において役立つことを生徒が

実感する上で有効であったか。 

〇 探究プロセスを取り入れた学習を進める上で、教師がど

のような支援をするのが有効であったか。 

② 検証授業 

〇 ３年生 （数学） ６月～９月 

〇 ３年生 （総合的な学習の時間） ９月～11月 

③ 検証方法 

〇 実践前と実践後の生徒へのアンケート分析 

対象クラスの生徒を対象に、実践前、実践後に【資料５】 

のアンケートを６件法で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】本研究で行う生徒アンケート 

また、実践後に「今回の授業では、探究プロセスを意識して

授業に臨むことはできましたか（６件法）」と「普段の授業と

比べて、探究プロセスを意識した授業によって何か自分の中

で成長したことはありますか（記述）」を追加で行う。 

〇 生徒の様相分析を行い、教師が行った支援の中から有効 

であったと思われるものを、帰納的に抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価値の要素 生徒の姿

達成価値

・疑問を解決するために他者と協同できるようになった。
・物事に対して多面的に考えることができるようになった。
・新しい情報に対して開放的になった。
・課題解決（プロジェクトを成功）する方法が身に付いた。

実践的
利用価値

・教科の学習内容を日常生活と結び付けて考えている。
・総合的な学習の時間での学習内容を、今後の生活に生かそうとしている。

1.1 　学ぶことは大切だと思いますか。(理由も記述）

1.2 　これからも学びたいですか。（理由も記述）

1.3 　授業では、課題解決するために自分で考え、行動していますか。

2.1 　数学の授業は大切だと思いますか。（理由も記述）

2.2 　これからも数学を学びたいですか。（理由も記述）

2.3 　数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。

2.4 　数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えていますか。

3.1 　総合的な学習の時間の授業は大切だと思いますか。（理由も記述）

3.2 　これからも総合的な学習の時間を学びたいですか。（理由も記述）

3.3 　総合的な学習の時間の時間で学習したことは、将来、役に立つと思いますか。

3.4 　総合的な学習の時間で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えていますか。

4.1
　「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、
　解決するために、自ら考え、行動していますか。

4.2
　「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、
　解決するために、新しい情報を手にしたいと思っていますか。

4.3
 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、
　解決するために、様々な要素で考えていますか。

4.4
 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、
　解決するために、他者と協働していますか。

学び
全体の
価値

数学の
価値

総合的な
学習の時
間の価値

自己の
成長
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教科 探究プロセス 総合的な学習の時間

学習課題に対する課題
解決の見通しをもち、
学習計画を作成する

課題設定
学習課題を発見する。
学習課題に対する課題
解決の見通しをもつ

課題解決に必要な知
識・技能を自ら学び習
得する

情報収集
課題解決に必要な情報
を取り出したり、収集
したりする

習得した知識・技能を
きちんと習得できた
か、整理・分析する

整理・分析
各教科の見方・考え方
を用いて収集した情報
を整理・分析する

学習課題の解決を通し
て気付いたこと、発
見、自分の考えなどを
まとめ判断し、表現す
る。

まとめ・表現

学習課題の課題解決を
通して気付いたこと、
発見、自分の考えなど
をまとめ判断し、表現
する



 

５ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の実際 実践１ 

第３学年 数学 単元名「二次方程式」 

(1) 実践１のねらい 

① 研究のねらい 

学習過程で自己の成長に気付いたり、学習したことが日常生活に役立つことを実感したりするために、教科において探究プロ

セスを授業に取り入れることが有効かどうかを明らかにする。 

② 単元の目標 

〇 二次方程式についての基礎的な概念・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に

表現・処理したりする技能を身に付ける。                            

〇 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し表現することができる。          

〇 二次方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。          

③ 単元計画（全12時） 
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(2)  実際と考察 

① 課題設定（１／12時） 

ア 実際 

 単元の導入として学習課題【資料６】を提示し、個別に取

り組ませ、既習の学習内容では解決できないことに気付かせ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６】学習課題 

その後、どのようなことが解決できればよいか班で考えさ

せ、【資料７】のように全体で共有する中で、単元を貫く問

い「２乗を含む方程式はどのようにすれば解けるのだろう

か」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７】学習課題を解決するために必要なこと（６班分の意見） 

次に、個人で単元を貫く問いに関連する知りたいことや深

めたいことを最大五つ考えさせた。その際、考えたことを

Googleフォーム（以後フォーム）に送信させ、回答を全体

で共有できるようにした。知りたいことや深めたいことにつ

いて考えることが難しい生徒には、共有した回答を参考にす

るように指示した。その際、【資料８】のように他者の回答

を待っている間に、自分の考えた知りたいことや深めたいこ

とについて調べる生徒がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料８】自分の考えた知りたいことや深めたいことを調べる生徒 

 

 

 

 

最後に、【資料９】のようにGoogleスライド（以後スラ

イド）で学習計画を立てさせた。立てた学習計画について

は、第２時までに教師が点検し、修正を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９】生徒が立てた学習計画（上：修正前 下：修正後） 

イ 考察 

 実践後に行ったアンケート「数学の授業は大切だと思いま

すか。(６件法・記述)」において次のような記述があった。 

 

 

 

 

 この生徒は、日常生活に結び付いた学習課題によって、数

学の実践的利用価値を実感し、学習への興味につながったと

考える。 

 また、単元を貫く問いは全体で設定するが、知りたいこと

や深めたいことや学習計画は個別に立てさせたことで、一人

一人の探究に対する意欲が高まり、教師の指示がなくとも自

ら学ぶ【資料８】のような生徒の姿がみられたと考える。 

② 情報収集（２～８／12時） 

ア 実際 

 課題解決に必要な「二次方程式の解き方」について自ら学

び習得させるために、以下の流れで授業を行った。 

はじめに、課題設定の際に提示した学習課題(【資料６】) 

を確認させた。次に、学習内容と自分たちの知りたいことや

深めたいことを絡ませながら、【資料10】のように、個別に

めあてを設定させた。 

 

 

 

 

 

 

正直今までだったら3か4につけていたと思う。それは実際に日常
生活で使われている場面が全くわからなかったからだ。けれど、
今回の授業では課題が「車の停止距離」と日常生活で使われてい
る場面だったから、数学ってこんな場面でも使われてるんだとし
ることができ、他にはどんなところに使われているんだろうと興
味をもった。
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【資料10】生徒が設定しためあて（原文ママ） 

さらに、教師の説明時間を７分以内とし、自由に学ぶ活動

を30分設けた。その際、活動を活性化させるために、【資料

11】のような自分の理解度を示す Google スプレッドシート

（以後スプレッドシート）を用いた。理解をした項目に対し

て自らチェックを入れることで、他人と理解度を共有できる

ようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料11】活動の活性化をねらいとしたスプレッドシート 

最後に、【資料12】のように、第１次で自ら考えた知りた

いことや深めたいことについての振り返りをさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料12】生徒が記入した毎時間の振り返り 

イ 考察 

実践後に行ったアンケート「普段の授業と比べて、探究プ

ロセスを意識した授業によって何か自分の中で成長したこと

はありますか（記述）」において、次のような記述があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このことから、第１次に考えた自分の知りたいことや深め

たいことに対して毎時間取り組み、振り返ることで、学ぶこ

とが楽しいと思ったり、主体的に学ぶ力が身に付いたと実感

したりしていることにつながっていると考える。探究プロセ

スにおける情報収集の活動が、達成価値や内発的価値の実感

に有効であったと考える。 

③ 整理・分析（９～10／12時） 

ア 実際 

 第９時では、前時までに情報収集した学習内容を振り返り、

「二次方程式の解き方」について、習得できているかという

視点で【資料13】のようにスライドに整理させた。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料13】第９時に生徒が記入したスライド 

第10時では、はじめに習得状況を分析するために、【資料

14】のようなフォームのミニテスト（６点満点）を行った。

３点以上の生徒は75％であった。次に、クラスの習得状況を

全体で共有し、自由に学ぶ活動を行った。最後に、再度、類

似問題をフォームで行い、習得状況を確認させた。３点以上

の生徒が88％と1回目のミニテストと比較して得点の向上が

みられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料14】第10時に用いたフォーム 

イ 考察 

実践後に行ったアンケート（記述）を分析したが、特に整

理・分析と関わりのある記述は見られなかった。生徒は、「整

理・分析」を探究プロセスとして意識できていないと考える。

今回、知識・技能の習得状況の確認を「整理・分析」とした

が、定義として適していなかったと考えられる。「情報収集」

で述べた考察を踏まえると、各個人で立てためあての振り返

りが、探究プロセスにおける「整理・分析」に適していると

考える。 

④ まとめ・表現（11～12／12時） 

ア 実際 

 第11時は、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、オ

ンラインで授業を行うこととなった。はじめに、第１次に提

前まではただ解いて終わりだったけど、今回は一つの問題に対し
て疑問をいだいたりその疑問に対して自分なりに考えることがで
きた。また、自分で考えて自分なりの答えを導くことで答えが出
たとき学ぶことが楽しいと思えた。

今までの数学よりも深く問題に対して考えるようになった。また
自分で情報収集などをしたことを授業の最後にスライドにまとめ
ることで次の授業で忘れてしまっていても、スライドを見て思い
出せるので理解が深まったと思います。

自分のレベルに合わせて、自分の学びたい細かいことを学べるよ
うになった。

めあてを決めることでしっかり学べた。また、教え合いをするこ
とで深く学べた。

すべてを先生に教えてもらうのではなく、自分で情報を集めたり
しないといけなかったから、主体的に学ぶようにした。
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示した学習課題【資料６】に再度取り組ませた。学習課題の

進捗状況を、４段階（立式できない、立式できたけど解が求

められない、解は求めたけど説明できない、説明までできた）

で示させ、【資料15】のようにスプレッドシートで共有した。 

第 1次では立式までしかできなかった生徒も、解を求める

ことができるようになっていた。【資料 15】のクラスでは、

解を求めることができた生徒は67％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料15】第11時で活用したスプレッドシート 

 次に、Google Meet（以後ミート）を八つ開設し、課題解決

に向けて、グループ活動ができる環境を設けた。その際、グ

ループ活動をするか、個人で考えるかは生徒に選択させた。

その結果、【資料16】の赤枠の生徒のように、進捗状況が好

転した生徒が９人みられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料16】進捗状況の変化（活動後） 

第12時は、はじめに、対面によるグループ活動の時間を設

けた。その際、「数学で求めた解が、日常生活でどのような

意味を表すのか」といった視点を全体に投げかけ、進捗状況

の好転を図ろうとした。 

次に、再度個人で学習課題に取り組ませた。【資料17】【資

料18】は実際の生徒のスライドである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料17】生徒が取り組んだ学習課題のスライド① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料18】生徒が取り組んだ学習課題のスライド② 

最後に、【資料19】のように３人グループでまとめたこと

を発表させて、スライドに感想を書かせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料19】3人グループで発表後に生徒が記入したスライド 

イ 考察 

 生徒の記入したスライドを２項目で評価したところ、【資

料20】のような結果であった。 
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【資料20】評価の項目と生徒の人数（n=104） 

【資料20】と実践後に行ったアンケート「普段の授業と比

べて、探究プロセスを意識した授業によって何か自分の中で

成長したことはありますか（記述）」の関連性を踏まえて【資

料21】のように生徒を三つの群に分けて分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料21】評価と生徒の記述の関連性（一部生徒抜粋） 

 【資料21】より、まとめ・表現において、ａ群、ｂ群の生

徒は、ｃ群の生徒に比べて自己の成長について具体的に言語

化しているため、達成価値を実感していると考える。達成価

値と課題の達成度は関連があると考えられる。 

また、【資料22】は、ｃ群の抽出生徒の第８時においての

自ら考えた知りたいこと・深めたいことに対する振り返りと

【資料11】で示したその時間の理解度を自己でチェックした

ものである。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料22】抽出生徒（ｃ群）の振り返りと理解度 

【資料12】を記入した生徒と比較すると、第４時において

十分に学べていないと分析できる。生徒自身は、十分に学ん

でいると自己評価している。この生徒は、自己評価と教師か

らの評価が一致しないまま「まとめ・表現」を迎えたため、

ａ群、ｂ群の生徒に比べて達成価値を実感できていないと考

えられる。抽出生徒同様、ｃ群の生徒に対しては、達成価値

を強く実感させるために、探究プロセスの途中で個別に学習

状況をフィードバックすることが必要であったと考えられる。 

(3)  実践１のまとめ 

① 全体考察 

生徒アンケート「数学の授業は大切だと思いますか。（６

件法）」「これからも数学を学びたいですか。（６件法）」

の実践前、実践後の人数は【資料23】のようになった。 

 

 

【資料23】実践前後でのアンケート比較（数学） 

実践後、実践前に比べて「１」「２」「３」を選択した生

徒の合計数が減り「６」を選択した生徒数が増えた。 

また、選択した理由の記述から、達成価値、内発的価値、

制度的利用価値、実践的利用価値の変化がどうであったかを

分析した。例えば、【資料24】はある生徒の実践後の回答

と理由である。 

 

 

 

 

 

【資料24】ある生徒の回答（数学） 

理由を見ると、「本当に使うのか疑問」といった記述から、

実践的利用価値は実感していないこと、「課題解決に向けて

努力する力がつく」といった記述から達成価値を実感してい

2.1  数学の授業は大切だと思いますか。 

2.2  これからも数学を学びたいですか。

すか。 

質問番号 質問項目 回答 理由

2.1 数学は大切だと思いますか。 5
数学が一番将来ほんとうに使うのか疑問な教科だ
からあまり大切とは思わない部分もある。

2.2 これからも数学は学びたいですか。 5 課題解決に向けて努力する力がつくと思うから。

評価/項目 方程式を解く 説明

A 問題に照らし合わせ解の吟味を行った
解の意味について述べ、課題に対して

論理的な説明がされている

B 方程式を作り、解を求めることができた 解の意味について述べている

C 方程式を作ることができていない 解の意味について述べていない

解く/説明 A B C

A ２１人 ４０人 １４人

B 0人 １３人 ２人

C 0人 0人 １４人

全く大切だと思わない とても大切だと思う 

全く学びたくない とても学びたい 

実践後 

２項目ともAの生徒の記述　（A,A)

今までは、ただ授業を受けて練習問題を解かされるという感じで自ら学ぼうとする感じ
ではなかったけど、今回の授業では自分で課題解決に向けて情報を収集することで、今
までの授業より、日にちが経ってもほとんどのことを覚えているし、何より友達と協力
して課題解決ができたことがすごく楽しかった。これからもこんな授業がいいなと思っ
た。

今までは習ったことを鵜呑みにしてきたけど、たとえ先生から教えてもらったとして
も、これは違うんじゃないかな？とか、なんでこうなるんだろう？と常に疑問、自分の
考えを持って、自らパソコンなどで解決して授業を受けるようになった。

先に課題が出ていることで、どんな問題に向けての情報を集めていけばいいのかがわ
かって、情報収集のちからがついたと思います。

１つ以上の項目がBの生徒の記述 (A,B)(B,A)(B,B)

一つの課題に関してこんなに時間をかけて自分たちだけで情報収集したり、教え合いを
したことで、主体的に取り組むというところが一番成長したと思います。

課題を解決する家で情報収集の際にいろんな視点からの求め方などを見つけれるように
なった

一つの課題に関してこんなに時間をかけて自分たちだけで情報収集したり、教え合いを
したことで、主体的に取り組むというところが一番成長したと思います。

観点の１つ以上がCの生徒の記述 (C,B)(A,C)(C,A)(B,C)(C,C)

パソコンで打つのが早くなった

自分でまとめることができなかったけど少しまとめる力がついた

自分で考えることが増えた

コンピューターに強くなってきたと思う。

自分で答えを探そうと思った。

B群

A群

C群

(n=105) 

(n=105) 

実践前 実践1後 

実践前 実践1後 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
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a 

b 

c 



 

ることと分析できる。このような分析を【資料23】で回答し

た105人の内、理由を記述している生徒（実践前92人、実践

後85人）を対象に行った。分析する際、複数の価値を実感し

ている場合、価値の感じ方に優劣を付けず、どちらの価値も

感じていることとした。それぞれの価値を「実感している」

生徒の割合、「実感していない」生徒の割合の変化は【資料

25】のようになった。なお、（ ）内の数字は、実践前と実

践後の割合の差を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料25】数学における学びの価値要素の比較（実践前後） 

 達成価値、内発的価値、制度的利用価値を「実感している」

生徒の割合が増加した。特に、達成価値、内発的価値は10％

以上増えている。また、実践的利用価値を「実感している」

と答えた生徒の変化は見られなかったものの、「実感してい

ない」と答えた生徒の割合は10％以上減っている。 

これらのことから、実践を通して数学における学びの価値

を実感していると考える。ただし、制度的利用価値が増えて

いるのは、中学校３年生が対象のため、高校入試の時期が近

付いてきた影響を考慮しなければならない。 

また、実施後に行った生徒アンケート「探究プロセスを意

識して授業に臨むことはできましたか（６件法）」の人数は、

【資料26】となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料26】探究プロセスに対する意識（数学） 

 肯定的回答が多いことから、実践の中で探究プロセスを意

識できたものと考えられる。また、この質問項目と学びの価

値に関する質問項目の相関関係は【資料27】となった。なお、

相関係数0.4以上を正の相関関係があると判定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料27】実践後のアンケート（探究プロセスとの相関） 

この分析結果は、探究プロセスを意識して数学に臨んだ生

徒が、各質問項目に肯定的回答をしたことを示唆している。

このことから、数学において探究プロセスを授業に取り入れ

ることは、生徒が数学における学びの価値を実感することに

有効であったと考える。特に、達成価値については大きく影

響していると考える。しかし、実践的利用価値においては、

探究プロセスが有効だとまではいえない。これは、【資料23】

の考察と矛盾していない。実践的利用価値を「実感する」と

より感じるためには、探究プロセスの課題設定において、生

徒にとって身近な学習課題の設定が必要であると考える。 

 また、生徒アンケート「学ぶことは大切だと思いますか（６

件法）」「これからも学びたいですか（６件法）」の実践前、

実践後の人数は【資料28】のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料28】実践前後でのアンケート比較（学び全体） 

 実践後は実践前に比べて「６」を選択した生徒が増えてお

り、学びの価値は実感したと考えられるが、【資料23】のよ

うな大きな変化はみられなかった。このことより、数学の実

践だけでは、学び全体の価値に影響を与えたとまでは言いき

探究プロセスを意識して授業に臨むことは

できましたか。 

1.1 学ぶことは大切だと思いますか。 

1.2これからも学びたいですか。 

全く大切だと思わない とても大切だと思う 

全く学びたくない とても学びたい 

全く意識していない とても意識した 

実践前 実践後 実践前 実践後

達成
20% 34%

(＋14)
0% 0%

(±0)

内発的
16% 39%

(＋23)
18% 17%

(-1)

制度的
24% 27%

(＋3)
0% 0%

(±0)

実践的
59% 59%

(±0)
61% 44%

(-17)

「実感している」 「実感していない」価値
要素

相関係数 相関関係

2.1 数学の授業は大切だと思いますか 0.41 相関あり

2.2 これからも数学を学びたいですか 0.43 相関あり

2.3 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い
ますか

0.28

2.4 数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか
考えていますか

0.36 やや相関あり

4.1 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、自ら、考え、行動していますか

0.48 相関あり

4.2
「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、新しい情報を手にしたいと思っていま
すか

0.44 相関あり

4.3 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、様々な要素で考えていますか

0.44 相関あり

4.4 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、他者と協働していますか

0.4 相関あり

質問項目

(n=105) 

(n=105) 

(n=105) 

実践前 実践1後 

実践前 実践1後 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
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れないと考える。数学以外にも他の教科や総合的な学習の時

間での実践が必要だと考える。 

② 成果 

〇 授業を通して、生徒が自己の成長に気付くためには探究

プロセスを取り入れることが有効であるとわかった。 

〇 探究プロセスを教科に取り入れることは、「授業が楽し

い」といった内発的価値の実感にもつながっているとわか

った。 

 

③ 課題 

● 実践的利用価値を実感させるためには、「課題設定」に 

おいて、日常生活と結び付ける必要がある。 

● 学びが不十分な生徒に対しては、達成価値を強く実感さ

せるために、個別に適切なフィードバックが必要である。 

● 学びの価値全体を実感させるために、一つの実践だけで

なく、他教科での実践、総合的な学習の時間における実践

と連携していく必要がある。 

 

 

 

７ 研究の実際 実践２ 

第３学年 総合的な学習の時間 単元名「防災と環境」 

(1) 実践２のねらい 

① 研究のねらい 

学習過程で自己の成長に気付いたり、学習したことが日常生活に役立つことを実感したりするために、探究プロセスを取り入

れ、意識して臨むことが有効かどうか明らかにする。 

② 単元の目標 

 防災や地球温暖化に関する調査活動を通して、自然環境は人々の生活や地域の特徴と深く関わっていることを理解し、持続

可能な視点から多面的に自然環境の在り方について考えるとともに、自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

③ 単元計画（全18時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 



 

(2) 実際と考察 

① 課題設定（１～５／18時） 

ア 実際 

まず、単元の導入として、防災や環境問題の解決に向けて、

市民の当事者意識の低さが課題になっていることに気付かせ

るために、防災カードゲームを行った。そして、福岡市民防

災センターや福岡市環境局の職員より、【資料29】のような

「市民の当事者意識を高める発信をしてほしい」という依頼

の動画を視聴させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料29】福岡市環境局からの依頼動画の内容 

次に、依頼動画を視聴した後、【資料30】のようなプロジ

ェクトを提案し、どういった企画をしたいか考えさせ、近い

アイデアをもつ生徒同士でグループを組ませたところ、51グ

ループ結成された。なお、発信相手（ターゲット）について

は、小学生、中学生、高校生以上の学生、保護者世代、高齢

者を例として示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料30】プロジェクト提案内容 

 さらに、グループで考えた企画案については、【資料 31】

のようにスプレッドシートに打ち込ませた。また、校外への

発信を考えているグループは、【資料32】のように本校の校

長に企画の提案を行わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料31】生徒が作成した企画案（原文ママ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料32】校長へ提案の様子と生徒が提案時に使用したスライド 

イ 考察 

実践後に行ったアンケート「普段の授業と比べて、探究プ

ロセスを意識した授業によって何か自分の中で成長したこと

はありますか。（記述）」において、次のような記述があっ

た。 

 

 このことから、第１次において福岡市民防災センターや福

岡市環境局の依頼に対して、自ら企画を考え計画を立てたり、

校長への提案を経験したりすることで、主体的に行動する力

やプレゼンテーション能力の高まりを感じ、達成価値の実感

につながった生徒がいたと考えられる。 

  

「自分で課題を設定して表現していく」という経験がなかったので、と
ても新鮮でした。グループの人達と話し合い、協力したこの時間はとて
も貴重だったと思います。自分たちで何かを作る。この「自分たちで」
の部分がとても成長したと思います。

自分たちの力だけで、１から考えを出し、作り上げるという力が身につ
いたと思う。

自分から案を提案したり、行動したりする力

提案したり、自分で作る力。中学生から校長先生へ交渉して会議できる
場があるというのは、とてもいい経験でした。

【福岡市環境局からのメッセージ】 

…福岡市では2040年までに温室効果ガスの排出量

実質ゼロをめざしています。達成するためには、福岡

市に住むみなさんが自分ごととしてとらえていく必

要があります。(中略)そこで、今回みなさんが「防災

と環境」について学習されるということで、１つお願

いがあります。ぜひ、大雨などを引き起こす原因であ

る地球温暖化について福岡市民一人一人が自分ごと

としてとらえることのできる発信を何か、考え、田隈

中学校から発信してください。皆さんの考えるオリ

ジナルの発信が、福岡市のめざすカーボンニュート

ラルの実現につながるでしょう。どんな発信がされ

るのか私たちは楽しみにしています。皆さん、頑張っ

てください。 

ネット上でマルバツゲームを行えるようにプログラミングし、遊ぶと同
時に災害（特に福岡）についてをマルバツだけで学べる。内容は5分程
度かかるもの。クイズ一問一問のあとに簡単な解説を乗っける。他学年
のクラスルームにURLを掲載していただけるか確認し、載せてもらう。
ターゲットの方にフォームでどれくらい学べたか、対策意識はどれくら
い高まったか回答してもらう。

スライドを使って小学校の高学年（希望は6年生）に授業のような形
で、小学生に質問して話し合いの時間を取りながら答えを導き出しても
らったりしながら進めようと思っています。授業内容は地球温暖化につ
いてでプラスチックごみと繋げながら授業をしていこうと考えていま
す。また、事前にアンケートをとってそれをもとに授業の構成を作り変
えたりしていけるといいです。授業時間は40分と長めにとっておき、も
し時間が余った場合は授業内容のクイズをしたり逆に小学生からの質問
をもらったりしようと思っています。４０分の割り振りは１５分間授
業、５〜１０分間話し合い、１０分間授業クイズ・小学生からの質問と
なっています。

野芥校区の防災の課題とどんな対策をしているのかを野芥公民館に聞き
に行く。(野芥公民館にアポ取りに行く)　野芥保育園の年長さんの人数
を聞きに行く(野芥保育園にアポ取りに行く)　〈内容〉野芥校区の防災
の課題とどんな対策をしてるのかを書く。(ひらがなで)　絵本みたいに
する。　最後に非常用食器折り紙と作り方の紙を入れておく。(折り紙1
人2枚程度・作り方の紙は手書き)　絵本は各クラス3冊程度、折り紙は
人数×2　それをまとめて袋に入れる。　〈日程〉10月初旬に公民館へ
のアポ取り　アポ取りができ次第作成していく。11/18までに作成物を
完成させる

地球温暖化についてわかりやすくまとめてパンフレットにする。作成し
たものを田隈、田村、野芥公民館に１冊ずつ(見開き2、３ページほど
…)B4 サイズのカラー印刷してもらって置かせてもらう。公民館に設置
してもらってから、A4サイズのチラシみたいなものをカラーがなくても
見やすいデザインを別でつくってそれを…もし許可が出たら受付前あた
りの目に付きやすい場所に置かせてもらったりする。

ゲーム作成グループの企画案 

保育園グループの企画案 

リーフレットグループの企画案 

授業グループの企画案 
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② 情報収集（６～11／18時） 

ア 実際 

まず、発信相手を問わず、それぞれの設定したテーマに対

して調べたいことを書き出させた。情報収集の方法は、イン

ターネットや本で調べるなど生徒に選択させた。その際、生

徒が情報収集に対して見通しをもったり、調査結果をグルー

プ内で、共有したりするために、調べたいことや実際に調べ

た結果を【資料33】のようにスライドで可視化させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料33】生徒が作成した情報収集に関するスライド 

次に、情報収集をより充実させるために、【資料34】のよ

うに福岡市環境局、大牟田市石炭産業科学館、ＮＰＯ法人福

岡被災地前進、防災士、福岡市民防災センター、福岡市地域

防災課の職員など専門家を招いた１時間の講座を設定した。

その際、グループ内の各メンバーにそれぞれどの講座を聞く

か選択させた。講座後には、学んだことについてグループ内

で交流させることで、たくさんの情報を収集させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料34】福岡市環境局の職員による講座 

 そして、さらに情報収集を行いたいと考えたグループに対

しては、生徒自ら外部講師を探し、取材することを推奨した。

51 グループある内の３グループが外部講師に対して取材を

行った。【資料35】は、オンライン取材を行ったグループの、

講師とのやり取りの際のメール文面である。なお、講師との

やり取りについては、生徒から一度教師に送ってもらい、教

師から講師へ転送した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料35】実際に行った生徒と講師のやり取りに関するメール文面 

イ 考察 

生徒アンケート「『なんでだろう』『どうしてだろう』『こ

んな風にしたい』と思ったときに、解決するために、新しい

情報を手にしたいと思っていますか（６件法）」の人数は【資

料36】のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料36】実践前後でのアンケート比較（新しい情報に開放的か） 

実践前と比較すると、肯定的回答の「６」が他の回答に比

べて増加していることがわかる。また、実践後に行ったアン

ケート「普段の授業と比べて、探究プロセスを意識した授業

によって何か自分の中で成長したことはありますか（記述）」

において、【資料37】のような記述が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料37】実践後生徒アンケート（情報収集に関する記述） 

取材申し込み受諾に対するお礼のメール

今回は忙しいところ取材を受けていただきありがとうございます。
私たちは、いきいきセンターは健康や福祉等に関する高齢者の方々の相
談を行っている場所だと認識しています。取材は、防災について高齢者
に伝えてほしいこと高齢者の防災に対する意識の二点で、内容は「いき
いきセンターが防災について高齢者の方々に伝えたいこと」でおねがい
します。　　　　　　　　　田隈中　3年　氏名（非公表）

取材後のお礼のメール

今回は貴重なお時間をいただきありがとうございました。
防災の備えについて今日得た情報を、今後のリーフレット作成にいかし
より良いものを作り上げていきたいと思います。また、沢山の方に読ん
でいただき、少しでも防災の備えについて意識していただけるような
リーフレットを作成していきたいと思います。
お忙しい中、ありがとうございました。　田隈中３年　氏名（非公表）

お礼のメールに対する、講師側からの返信メール

こちらこそ、先日は貴重な体験をさせていただきありがとうございまし
た。何か参考になるものがあったらうれしいです。
リーフレットの完成をとても楽しみにしています。
お待ちしていますね。この度はありがとうございました。

4.2「なんでだろう」「どうしてだろう」「こん

な風にしたい」と思ったときに、解決するため

に、新しい情報を手にしたいと思っています

か。 

何を知りたいのか、何を教えたいのかをこまかく計画することにより、
必要な情報のみを詳しく調べ、著作権などに気をつけながらより深い作
品を作り上げることができた。

積極的に調べようとする態度と意欲的な部分

いつもは必要最低限の情報だけを集めてまとめるだけだけど、今回の授
業は必要そうな情報をたくさんの視点から集めることができた。

自分で積極的に情報を調べるようになった。

自ら情報を得ようとする力

１つの記事だけじゃなくて、たくさんの記事を見て、正しい情報を見極
めることができた。

とてもそう思う 全く思わない 

(n=105) 

実践前 実践2後 

人
数
（
人
）
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【資料36】【資料37】より、探究プロセスの中で、生徒自

身が調べたいことに対して、インターネットや本に加え、専

門家の講座、外部講師への取材など多様な方法から選択し、

情報収集させたことが、生徒の情報に対して開放的な姿につ

ながったのではないかと考えられる。 

③ 整理・分析（12～13／18時） 

ア 実際 

まず、第２次で収集した情報について、「発信相手（ター

ゲット）にとって必要か」「テーマに合っているか」の視点

で整理・分析させた。その際、【資料38】のように、各教科

の授業で使用した経験のある思考ツールを活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料38】生徒が整理・分析した情報 

次に、フォームを用いて現在の進捗状況を確認した。その

際、【資料39】のようにスプレッドシートを用いて、各グル

ープに対してこれまでの探究活動に対する形成的評価を行い、

フィードバックを行った。形成的評価をもとに、第１次～３

次までの間で探究プロセスが回せていないグループを判断し、

第４次より個別の支援を行うこととした。 

 

 

 

 

 

 

【資料39】整理・分析終了後のフィードバック（原文ママ） 

イ 考察 

実践後に行ったアンケート「普段の授業と比べて、探究プ

ロセスを意識した授業によって何か自分の中で成長したこと

はありますか（記述）」において、次のような記述（原文マ

マ）が見られた。 

 

 この記述より、探究プロセスの整理・分析を通して、「視

野が広がった」「吟味する力がついた」などの自己の成長に

気付き、達成価値を感じた生徒がいたと考える。 

④ まとめ・表現（14～18／18時） 

ア 実際 

 各グループが、これまでの学習をまとめ、表現しターゲッ

トに対して発信を行った。 

 【資料40】は、防災や環境問題に関する○×ゲームやＲＰ

Ｇゲームを作成したグループの作品の一場面である。【資料

41】のように試作品を友達や教員に試してもらい、Google 

Classroom でのコメントのやり取りを通して、より良い作品

にしようとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料40】生徒が作成したゲーム画面の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料41】試作品ゲームをプレイした教師からのコメント 

 【資料42】は、校区内の小学校６年生に対して、防災や環

境問題に関する授業形式の発表を行ったグループの様子であ

る。このグループは、【資料 43】のように指導案を書いて、

小学校の担任と打ち合わせをオンラインで行ったり、模擬授

業を行ったりして授業形式の発表を改善しようとした。 

自分たちは保育園生に発信することだったので、授業では小さい子の目

線にたったりしなかったけど、今回は小さい子の目線にたって考えるこ

とができた。(視野を広げて考えれた)

情報を集めてそのままぐちゃぐちゃにまとめるのではなくて、必要な情

報を絞ってまとめることで必要な情報を吟味する力がついた。

整理分析で情報の大切な部分をしぼりこむことで、より自分の考えを正

確に伝えることができた。

整理分析などできていないことが多かったけどこれを通しできるように

なった

教師からのコメント

調査内容が深まっていますね。どんなことを発信していきたいのか、整理分析のタ
イトルが少し広すぎる気がします。ターゲットに対してどんな発信がしたいのかグ
ループ内で意見交流しながら広げていくともっといい発信になっていくでしょう
ね。頑張って下さい。

情報収集と整理分析が肝心です。できていますか？担当の先生とスケジュールを確
認しながら進めていきましょう。次回は、個別に打ち合わせをして行います。

教師からのコメントによるアドバイス 

アドバイスを取り入れようとする趣旨の返信 

発信していく情報 

発信していく情報 
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【資料42】校区内の小学校で行った授業形式の発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料43】生徒が作成した授業形式の発表用指導案 

 

【資料44】は、市民向けに、防災や環境問題に関するリーフ

レットを作成したり、動画を作成したりしたグループの作品

の一部である。なお、リーフレットは、福岡市環境局や地域

の公民館に設置し、小学校では配布してもらった。動画は、

まもるーむ福岡にて公開している。作成していく中で、【資

料45】のように、外部講師から試作品に対してアドバイスを

貰って、作品を改良しようとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料44】生徒が作成したリーフレットや動画の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料45】試作品に対する外部講師からのアドバイス 
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 他に、全校一斉の防災教育の時間を用いて、校内で授業形

式の発表を行ったグループや、保育園の園児に対して絵本の

読み聞かせを行ったグループがあった。 

 また、第３次で探究プロセスを回せていなかったグループ

については、各作成段階でアドバイスしたり、グループ内で

の役割分担を一緒に考えたりといった支援を行った。そして、

教員や友達を発信相手に【資料46】のような作品を完成させ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料46】個別に支援を行ったグループの作品 

 単元のまとめとして、発信相手には、生徒が作成したアン

ケートに答えてもらった。そして、【資料47】のようなアン

ケート結果を生徒たちに紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料47】発信相手からのアンケート結果 

 

 

イ 考察 

実践終了後に実施した生徒アンケート「今回の授業の感想

を書いてください（記述）」において、【資料40】【資料42】

【資料44】を作成した生徒は、【資料48】のように回答した。 

 
【資料48】実践後の生徒の感想（原文ママ） 

 この記述より、まとめ・表現の活動を通して、自分たちで

企画した案を実現することができ、プロジェクトの達成感と

ともに、それぞれが自己の成長に気付き、達成価値を実感し

たと考えられる。また、今回の学びを日常生活や自己のキャ

リアに生かしたいといった記述も見られ、実践的利用価値を

感じている生徒もいたと考える。さらに、「褒められて嬉し

かった」いう記述より発信相手からのアンケート結果の紹介

が、学びの価値の実感に対して有効な手だてであったと考え

る。第３次までに探究プロセスを回せていなかったグループ

の生徒は、次のような記述が見られた。 

ゲームを作成した生徒の感想

今回のプロジェクトで、私はグループのリーダーだったので、グループ
メンバーみんなをまとめたりするのは大変で、私達はゲーム制作でプロ
グラミングをしなければいけなく、プログラミングができるのは僕だけ
だったので、一人で全部作ろうかなとか考えてしまっていました。しか
し、予定を見て、自分だけでは無理だと思い、半ば諦めていたところ、
「できることあったら手伝うよ」と言われ、どうにかしてみんなでもで
きることはないかと思い、クイズの作問ならみんなでもできると思って
頼んだら、みんなちゃんとした問題を作ってくれて、かつ僕が望んでい
たものに近い問題だったので、みんなに頼んでよかったなと思いまし
た。また、できたゲームをメンバーにプレイしてもらったところ、お褒
めの言葉をたくさんくれて、すごく嬉しくなりました。長くなりました
が、今回のプロジェクトを通して、自分自身が環境について知れたのは
もちろん、メンバーを信頼すること、協力すること、感謝されることの
嬉しさなどなど、これからの人生・社会にとって必要なことを教えてく
れた素晴らしい企画だったと思います。

校区の小学校にて授業形式の発表をした生徒の感想

今までにしたことがないような授業で最初から最後までずっとワクワク
していました。このような授業ででしか学んだり体験できないようなこ
とをできて良かったです。物事を計画を立ててすることでスムーズにす
すんで行くことが実感できました。小学校に行って授業をしたあと、ア
ンケートの回答を見てみると、いろんな嬉しいことが書いてあってとて
も嬉しかったし、少しでも伝わって良かったなと思いました。様々な人
たちに協力していただいたことや巻き込んだことをこれからたくさんの
ことに活用していきたいです。

動画制作をした生徒の感想

今回初めての動画制作で、上手くいくか不安でした。僕達のグループは
各メンバー最低1つのパート（動画）を作って、最後にそれを全部つな
げるというやり方でした。最初はグループのほとんどが動画編集の仕方
がわからなくてやる気がない人がたくさんいました。でも、だんだんみ
んなも協力してくれて、とてもクオリティの高い動画になりました。今
回のプロジェクトで、いろんな力が身につきましたが、なにより動画編
集の楽しさも知ることが出来ました。将来、動画系の道に行くのもあり
かなって思いました。

リーフレット作成をした生徒の感想

始めは、自分たちで防災や環境に関する何かをつくって発信するってい
うことに想像がつかなかったし、作るときも．．．アナログで作るのか
デジタルで作るのか、デジタルならどんなデザインだったり、どんな内
容で作るのかとか全然決めれてなかったりして、この総合の時間とかで
ちゃんとつくれる大丈夫かなって、実は結構不安だったけどグループの
みんなと話し合っていくうちに、「ここはこうしよ」とか地球温暖化に
ついて小学生から大人まで知ってほしいから、子供向け(小学生など)か
ら大人向けまで分かりやすく作ろとか、いろんな意見とかデザインと
か、みんなで話してつくって先生からのアドバイスのおかげで、結果的
に凄い良いのが出来て嬉しかったし、デザインとか文の載せ方とかを結
構工夫してつくったので、色んな人から褒められてめちゃくちゃ嬉し
かったでし達成感がすごかったです。

地域の保育園に発信をした生徒の感想

今回のプロジェクトでは園児に向けて紙芝居を作って説明したりするの
が課題で、園児向けだったからどうやったら理解してくれたり、反応し
てくれるんだろうとたくさん考えたり、たくさん調べたりして結構知ら
ないこととかもあってたくさん学べました。１歳の園児に向けて紙芝居
をしたときみんな？顔だったけど途中からあ、知ってるとか反応してく
れて少しでもためになったと思うから嬉しかったです。先生たちも優し
くリアクションしてくださってとてもありがたかったです。今回の学び
を高校生になったときや自分に子供ができたときなどなにか使えること
があると思うので、必ず学びを活かしたいと思いました。

校内での授業形式の発表をみた１年生より

プレゼンテーションが見やすく分かりやすくまとめられてい
て、災害のクイズゲームも面白く、3年生の先輩方の技術がすご
いと思いました。あんな３年生になりたいなと思いました。そ
して、これからは、災害の事を意識して、家具を置く場所を考
えたり、避難場所を確認しておきたいと思いました。

福岡市環境局より

制作したものが中学３年生のものとは思えないほど、いずれも
創意工夫しており、地域の皆様も喜ばれることと思います。皆
様によろしくお伝えください。

福岡市消防局より

とても出来上がりがよく驚きました、さっそく課内で回覧させ
ていただき、皆すごいと言っていました。とても素晴らしい
リーフレットを作ってくださりありがとうございました。

外部からの回答 

校内生徒からの回答 

14 



 

実践前 実践後 実践前 実践後

達成
56% 70%

(＋14)
0% 0%

(±0)

内発的
7% 19%

(＋12)
6% 1%

(-5)

制度的
11% 2%

(－9)
3% 4%

(＋1)

実践的
25% 39%

(＋14)
16% 5%

(-11)

価値
要素

「実感している」 「実感していない」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「最初はわからなかった」「どうしたらいいかわからなか

った」といった記述と「最後までやり通すことができてよか

った」といった記述より、まとめ・表現の段階において、各

作成段階でアドバイスしたり、グループ内での役割分担を一

緒に考えたりといった個別の支援を行ったことで、最後まで

やり通すことができ、達成価値の実感につながった生徒もい

たと考えられる。一方、「自分たちでやるやつだったから難

しかった」という記述もあり、この生徒には、探究プロセス

の初期から個別の支援を行う必要があったと考える。したが

って、自ら探究プロセスを回せていない生徒には、フィード

バック後、個別の支援を行うことで達成価値を実感させるこ

とに有効であるが、支援を個に応じた学習過程で行うことに

課題が残った。 

(3)  実践２のまとめ 

① 全体考察 

生徒アンケート「総合的な学習の時間の授業は大切だと思

いますか（６件法）」「これからも総合的な学習の時間を学

びたいですか（６件法）」の実践前、実践後の人数は【資料

49】のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料49】実践前後でのアンケート比較（総合） 

実践後、実践前に比べて「１」「２」「３」を選択した生

徒の合計数が減り、「６」を選択した生徒数が増えた。 

また、実践１の【資料25】ように選択した理由の記述から、

達成価値、内発的価値、制度的利用価値、実践的利用価値の

変化を分析した。【資料49】の回答者105人の内、理由を記

述している生徒（実践前93人、実践後91人）を対象に行っ

た。分析する際、複数の価値を実感している場合、価値の感

じ方に優劣をつけず、どちらの価値も感じていることとした。

それぞれの価値を「実感している」生徒の割合、「実感して

いない」生徒の割合は【資料50】のようになった。なお、（ ）

内の数字は、実践前と実践後での割合の差を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料50】総合における学びの価値要素の比較（実践前後） 

達成価値、内発的価値、実践的利用価値を「実感している」

生徒の割合が10％以上増加した。また、実践的利用価値を「実

感していない」と答えた生徒の割合は 10％以上減っている。 

これらのことから、実践を通して総合的な学習の時間にお

ける学びの価値を実感していると考える。 

また、制度的利用価値については、「実感している」と答

えた割合が減り、「実感していない」と答えた割合が増えて

いる。この変容は、「受験勉強をしたいから」といった記述

がみられ、総合的な学習の時間と高校入試との関連を生徒が

実感できていないためと考える。 

実施後に行った生徒アンケート「探究プロセスを意識して

授業に臨むことはできましたか（６件法）」の人数は、【資

料51】となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料51】探究プロセスに対する意識（総合） 

 

  

3.1 総合的な時間の授業は大切だと思いますか。 

とても大切だと思う 全く大切だと思わない 

とても学びたい 全く学びたくない 

3.2 これからも総合的な学習の時間を学びたいですか。 

(n=105) 

(n=105) 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

実践前 実践2後 

実践前 実践2後 

とても意識している 全く意識していない 

人
数
（
人
）
 

最初はあんまりわからなかったけどどんどんやっていくのにつれてだん
だん楽しくなってきて最後までやり通す事ができて良かったです

はじめはどんなものになるかすらわからないままだったけどみんなと協
力して活動していく間に楽しくなっている間に一生懸命になっていた、
この学習を通して精一杯頑張って出来上がったものに価値があるんだな
と思った。

最初はなんのことについてしたらいいかとかがまったくわからなくて何
もできなかったけれど、防災について様々なことを知ってわかりやすく
伝えようと頑張るようになった。発表のときも上手に進めることはでき
なかったのですがとてもいい体験になったと思います。高校でも役に立
ちそうです

いつもとはぜんぜん違う授業で大体が自分たちでやるやつだったから難
しかった。

探究プロセスを意識して授業に臨むことは

できましたか。 

(n=105) 

15 

0 0 2 

3 
0 

5 

6 

0 1 



 

肯定的回答が多いことから、実践の中で探究プロセスを意

識できたものと考えられる。また、この質問項目と学びの価

値に関する質問項目の相関関係は【資料52】となった。なお、

相関係数0.4以上を正の相関関係があると判定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料52】実践後のアンケート（探究プロセスとの相関） 

この分析結果は、探究プロセスを意識して総合的な学習の

時間に臨んだ生徒が、各質問項目に肯定的回答をしたことを

示唆している。このことから、生徒が総合的な学習の時間に

おける学びの価値を実感することに有効であったと考える。

特に、達成価値については大きく影響していると考える。ま

た、実践的利用価値においては、普段の生活に役に立つと実

感したことには有効であったが、社会に出たときに役に立つ

と実感したことにも有効であったとまではいえない。 

しかし、【資料48】の記述より、社会に出たときに役に立

つと実感している生徒も多くみられる。これは、探究プロセ

スにおける「課題設定」において社会とのつながりを強く意

識させたり、発信相手から感謝の言葉をもらったりしたこと

が、社会の役に立ったという実践的利用価値の実感に有効で

あったと考えられる。 

② 成果 

〇 探究プロセスを意識して授業に臨むことは、生徒が自己

の成長に気付き、自己の成長したことを普段の生活に活用

しようと考えることにも有効であるとわかった。 

〇 探究プロセスが回せていない生徒が達成価値を実感する

ためには、個別のフィードバックや個別の支援が有効であ

るとわかった。 

〇 実践的利用価値を実感させるためには、社会とのつなが

りを感じる課題設定が有効であるとわかった。 

③ 課題 

● 自ら探究プロセスを回せていない生徒には、支援を個に

応じた学習過程で行うことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  研究のまとめ 

① 生徒の変容 

生徒アンケート「学ぶことは大切だと思いますか。（６件

法）」「これからも学びたいですか。（６件法）」の実践前、

実践１後、実践２後の人数は【資料54】のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料53】実践前後のアンケート変容（学び全体） 

実践前、実践１後、実践２後を比較すると、実践を重ねる

ごとに「１」「２」「３」「４」「５」を選択した生徒の合計

数が減り、「６」を選択した生徒数が増えている。 

 また、選択した理由の記述から、達成価値、内発的価値、

制度的利用価値、実践的利用価値の変化がどうであったかを

分析した。【資料53】の回答者105人の内、理由を記述して

いる生徒を対象に行った。それぞれの価値を「実感している」

生徒の割合、「実感していない」生徒の割合は【資料54】の

ようになった。なお、（ ）内の数字は、実践前との割合の

差をそれぞれ表している。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料54】実感している学びの価値要素の変容（学び全体） 

実践を重ねるごとに、達成価値、内発的価値、実践的利用

価値を「実感している」生徒の割合が増加した。特に、達成

価値は実践前と実践２後を比較すると 20％以上増加してい

1.1 学ぶことは大切だと思いますか。 

とても大切だと思う 全く大切だと思わない 

1.2 これからも学びたいですか。 

とても学びたい 全く学びたくない 

実践前 実践1 実践2 実践前 実践1 実践2

達成
23% 32%

(＋9)
57%

(＋24)
0% 0%

(±0)
0%

(±0)

内発的
20% 21%

(＋1)
29%
(＋9)

29% 25%
(-4)

8%
(-17)

制度的
46% 27%

(－19)
14%

(－32)
0% 1%

(＋1)
1%

(＋1)

実践的
42% 47%

(＋5)
55%

(＋13)
27% 27%

(±0)
11%

(-16)

「実感している」 「実感していない」価値
要素

相関係数 相関関係

3.1 総合的な学習の時間の授業は大切だと思いますか 0.36 やや相関あり

3.2 これからも総合的な学習の時間を学びたいですか 0.35 やや相関あり

3.3 総合的な学習の時間の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに
役に立つと思いますか

0.27

3.4 総合的な学習の時間の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用で
きないか考えていますか

0.42 相関あり

4.1 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、自ら、考え、行動していますか

0.44 相関あり

4.2
「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、新しい情報を手にしたいと思っていま
すか

0.45 相関あり

4.3 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、様々な要素で考えていますか

0.44 相関あり

4.4 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と
思ったときに、解決するために、他者と協働していますか

0.47 相関あり

質問項目

(n=105) 

(n=105) 
人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

実践前 実践2後 実践1後 

実践前 実践2後 実践1後 

16 

0 0 2 

11 

1 1 

11 

77 

85 



 

る。内発的価値、実践的利用価値を「実感している」と記述

した生徒は、達成価値に比べて増えた割合は10％程度と変化

の幅が少ないが、「実感していない」と記述した割合は、10％

以上減っている。これらのことから、実践を通して学びの価

値を実感していると考える。 

また、実践前と実践２後のどちらも実践的利用価値を感じ

ている生徒の記述内容を比較すると、【資料55】のような変

容が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料55】実践的利用価値を実感している生徒の記述の変容 

これらの変容より、漠然と学んだことが役に立つと考えて

いた生徒や、身に付けた知識が将来の役に立つと感じていた

生徒が、実践を重ねるごとに、「課題解決にむけた方法」「様々

な視点から考え、見方を広げること」といった身に付いた資

質・能力が役に立つと感じるようになったと考えられる。さ

らに、資質・能力に関するアンケート（６件法）の変容は【資

料56】のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【資料56】資質・能力に関するアンケートの変容 

実践前、実践１後、実践２後を比較すると、実践を重ねる

ごとに「１」「２」「３」「４」「５」を選択した生徒の合計

数が減り、「６」を選択した生徒数が増えている。これは、

実践を重ねるごとに、資質・能力が身に付いたと実感してい

ることを示唆している。これらのアンケート結果は、【資料

27】【資料52】より探究プロセスと正の相関があるため、探

 「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、 
 解決するために、自ら考え、行動していますか。 

「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、 
 解決するために、新しい情報を手にしたいと思っていますか。 

「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、 
 解決するために、様々な要素で考えていますか。 

「なんでだろう」「どうしてだろう」「こんな風にしたい」と思ったときに、 
 解決するために、他者と協働していますか。 

 とてもそう思う  全く思わない 

 とてもそう思う  全く思わない 

 とてもそう思う  全く思わない 

 とてもそう思う  全く思わない 

生徒Aの記述

実践前
学ぶことで将来役に立つから。今学んでいることは将来
絶対大事になるから。

実践１
ただ聞くだけの受け身の授業じゃなく、まず、課題から
自分で見つけて、その課題を自分で調べて解決すること
が今後大事になってくると思うから。

実践２

良い人になるために、社会に貢献するために、学ぶこと
はとても大事だと思う。自分たちが習った課題解決に向
けた方法を将来活かして、自分たちが未来を作っていく
から、そのために勉強することは大切だと思う。

生徒Bの記述

実践前
勉強をすることで頭がいい高校に行くことができるか
ら。

実践１
学ぶと知識が深まって人生の役に立つことがあると思う
から。

実践２
今まで自分の知らなかったことを学ぶことは自分の知ら
なかった知識を得るだけでなく、様々な視点から考え、
見方を広げることができるから大切だと思う。

(n=105) 

(n=105) 

(n=105) 

(n=105) 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

人
数
（
人
）
 

実践前 実践2後 実践1後 

実践前 実践2後 実践1後 

実践前 実践2後 実践1後 

実践前 実践2後 実践1後 

17 

0 0 

22 

30 

45 

0 2 

16 

25 

58 

0 

21 

32 

43 

0 
3 

18 

22 

56 



 

究プロセスによって、【資料56】のような変容があったりし

たと考えられる。 

 また、実践２の学習の感想の中で以下のような記述がみら

れた。 

 

 

 

 

 記述した生徒は、探究プロセスを回す中で外部とつながり、

外部からの言葉を受けて、実践的利用価値を強く実感し、自

らの力で社会を変えていけるという手応えを感じている。こ

れは、白井(2020)が日本の課題として述べていたエージェン

シーを発揮しようとしている姿といえるだろう。 

さらに、実践２後、総合的な学習の時間の価値に対するア

ンケートにおいて次のような記述をした生徒がいた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この生徒は、探究プロセスを意識して総合的な学習の時間

に取り組むことで、達成価値、内発的価値、実践的利用価値

を感じていると読み取れる一方、各教科の学習との乖離を感

じている。 

また、【資料56】より、数学の実践による変容は、総合的

な学習の時間の実践に比べて小さいことがわかる。今回、教

科と総合的な学習の時間を共通の探究プロセスで行ったが、

さらに学びの価値を実感するためには、探究プロセスのみな

らず、実生活や社会と結びついた共通のテーマや課題に取り

組んだり、資質・能力でつないだりするなどのカリキュラム

マネジメントが必要であると考える。 

② 二つの実践で教師が行った主な支援 

 ア 単元の導入と終末の工夫 

 二つの実践とも、単元の導入の際に、今後の学習に意欲的

に取り組みたいといった生徒の様子がみられた。また、単元

の終末には、大きな達成感を感じている生徒の様子もみられ

た。生徒の感想には「最初から最後までずっとワクワクして

いました」といった記述があった。単元の導入において、

【資料６】や【資料29】のように、社会とのつながりを感

じさせ、単元の終末のイメージをもたせたことで、生徒が単

元全体に魅力を感じたと考える。単元の導入と終末の工夫

が、単元を通して探究プロセスを回そうとする上で有効であ

ったと考える。 

 イ 学習方法の裁量権を与える 

 どちらの実践後の感想にも、「普段の授業よりも、自らの

力で学ぶことができて楽しかった」といった記述があった。

今回の実践では、情報収集の際に、学習の方法に対して選択

の裁量権を与えた。実践１においては、個人、ペア、グルー

プなどの形態だけでなく、教科書、動画、ICTを用いたミニテ

ストといった教材などの選択の裁量権を与えた。実践２にお

いては、インターネットや本に加え、専門家の講座、外部講

師への取材といった形で裁量権を与えた。このように、学習

方法の裁量権を与えたことは、自らの力で学ぼうとする上で

有効であったと考える。 

 ウ 質問で介入する 

 自ら探究プロセスを回すことが難しい生徒に対して、はじ

めは、「～しなさい」や「～すべきだ」などの教示を行った。

教示による支援に対しては、生徒は教師に対して無言で応対

する様相がみられた。しかし、「どんな感じ？」や「～な視

点で考えてみるのはどうか？」などの質問で介入する支援を

行うと、生徒は、質問に対して自分の考えを教師に伝える場

面がみられ、学習の見通しをもつことができた。教示による

支援より、質問で介入する支援が自ら探究プロセスを回す上

で有効であったと考える。 

③ 成果 

〇 教科と総合的な学習の時間をつなぐ探究プロセスを学習

過程に取り入れることは、生徒が自己の成長に気付き、自

己の成長したことを普段の生活に活用しようと考えること

に有効であるとわかった。 

〇 実践的利用価値を実感させるためには、日常生活や社会

とのつながりを感じる課題設定が有効であるとわかった。 

〇 探究プロセスを取り入れた学習を進める上で、「単元の

導入と終末の工夫」や「裁量権を与える」、「質問で介入

する」といった教師の支援が有効であるとわかった。 

④ 課題 

● 探究プロセスにおける整理・分析の位置付けが適切なも

のでなかったため、どのような位置付けで、どのような活

動をしていくべきか検討していく必要がある。 

● 自ら探究プロセスを回せていない生徒には、各教科、総

合的な学習の時間どちらにおいても個別の支援を個に応じ

た学習過程で行うことが必要である。 

● 今後、さらに学びの価値を実感させるためには教科と総

合的な学習の時間を探究プロセスだけでなく内容面でつな

ぐカリキュラムマネジメントを行っていく必要がある。 
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